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今こそ一人一人の子どもを大切にした教育を 

特別支援教育アドバイザー 佐藤 淳 

   ロシアによるウクライナ侵攻のニュースを、子どもたちもテレビやインター 

ネット等で見聞きしていることでしょう。子どもたちは何を思い、学んでいる 

のでしょうか。 

子どもにとって大人は自分を守ってくれる、様々なことを教えてくれる存在 

  であり、大人のやることや言うことの影響を受けやすいと言われています。今 

  こそ、一人一人の子どもを大切にした教育を行い、子どもたちに正しい生き方 

を示し安心させる必要があるのではないでしょうか。 

    子どもたちは、私たち教員の言動をよく見ています。障害のある子どもを少しでも笑ったり、対 

応を面倒くさがったりすることなく、あたりまえのように必要な支援を行う姿を見せる。そして、 

障害の有無に関係なく「どの子にも（あなたにも）必要があれば支援するよ」ということを伝える。 

教員同士のやりとりの際にも、相手の人権人格を尊重する姿勢を見せる。このように、私たちが人 

権人格を尊重し、教育愛をもって接することを身をもって示していくことは、子どもたちが将来平 

和に過ごせる社会を創ることにつながります。教育を通して平和な世界を創っていく、という使命 

を改めて意識したいものです。 

  

難聴児の授業を担当する際の配慮点 

難聴の子どもは、聴力と読話力（話し手の口元、表情を見

て言葉を読み取る力）を合わせて話をききとっています。話

の内容を推測してききとることもあります。現在は、コロナ

感染対策でマスク着用が日常化しているため、よりききとり

にくい状況に置かれています。話の内容が推測できない時

は、周囲の友達の行動を見て一緒に活動したり、内容と違っ

た受け取りをしてしまったりすることがあります。そのた

め、状況によって、周囲の適切なサポートが必要になります。 

また、きこえをサポートする補聴器は 1対 1の会話で使い

やすいように作られているので、２ｍまでの距離で、正面か

らやりとりをするように心がけましょう。 

難聴の子どもは、補聴器や人工内耳を装用しても１００％

聞こえるわけではなく、授業に参加するためのサポートが必

要です。「難聴学級」と「通常学級」の 2つに分けて、難聴の

子どもに対する授業づくりのチェック表を作成しておりま

す。本校の HP よりダウンロードできますので、ご活用くだ

さい。（聴覚支援学校 HP 

→「きこえとことば支援センターのページ」をご覧ください。） 
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お知らせ・連絡 

 

オンラインを活用した教育相談等について 

  当センターでは、オンラインを活用した教育相談等を昨年度から開始しました。 

昨年度は、定期教育相談として、保護者や担任の先生方の教育相談（児童生徒 

 の指導を含む）を１７校の小・中・特別支援学校に利用いただいた他、研修会や難聴児童担当者のオ 

 ンライン情報交換会を実施させていただきました。「コロナ感染の心配がない、視覚情報があり分か 

 りやすい、顔を合わせると安心感や親近感がもてる、移動時間が削減された」などの感想を、利用し 

 た皆様が寄せてくださっており、今年度もオンラインによる教育相談を継続して実施しています。冬 

期に休止していたサテライト教室なども、今年度はオンラインで実施する予定です。 

  今後、オンライン情報交換ルームについてもご案内の予定ですが、オンラインの支援を希望したい、

また、オンラインでこんな支援があると助かるなどのご要望などがありましたら、遠慮なく『きこえ 

とことば支援センター』までお知らせください。お待ちしています。 

 

「でんでんくん」の送付、並びに掲載内容の希望から 

（掲載内容のアンケートについて） 

全県の小・中・高等学校、特別支援学校から、たくさんの送付希望と掲載内容に関して 

      ご回答をいただき、ありがとうございました。 

掲載内容の希望として、①具体的な学習支援 ②自立活動の実践例 ③障害理解についての 

ご要望が多くありました。また、補聴援助システム「ロジャー」の有効な活用方法や進路情報 

についてのご希望も見られました。 

今号では、難聴児の授業を担当する際の配慮点やオンラインによる教育相談等について掲載 

しています。また「聴覚障害支援ガイド（本校のホームページからダウンロード可能）」にも、 

補聴器や指導の際の配慮点、Ｑ＆Ａ方式での学習支援についての情報等、様々な内容が載って 

いますので、「でんでんくん」と併せてご覧ください。 

今後もご要望のあった内容について掲載していきますので、ご意見やご感想をよろしくお願 

   いいたします。 
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【聴覚支援学校】TEL：018-889-8572 FAX：018-889-8575 
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南の交流会について 

６月３０日（木）大仙市大曲交流センターを会場に実施予定です。 

対象地区の方には、在籍校を通じて参加申し込み書を送付します。 

コロナ感染防止に配慮しながら、交流や情報交換の機会にしたいと 

考えています。たくさんのみなさまの参加をお待ちしています。 


